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平
成
3
0
年
度
の
定
時
総
会
は
、

に
お
い
て
、
会
員
３
７
９
名
中
、

れ
ま
し
た
。

５
月
3
1
日
午
後
２
時
か
ら
観
音
寺
市
豊
浜
中
央
公
民
館
講
堂

本
人
出
席
１
０
８
名
、
委
任
状
提
出
者
１
７
４
名
で
開
催
さ

　
開
会
に
あ
た
り
、
白
川
晴
司
理
事
長
か
ら
「
全
国
的
な
雇
用
延
長
の
流
れ
の
中
、
観
音
寺
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
会
員
数
の
減
少
、
請
負
・
委
任
契
約
か
ら
派
遣
契
約
へ

の
移
行
な
ど
就
業
構
造
の
変
化
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も
、
全
員
が
生
涯
現
役
の
心
構
え
の

も
と
、
健
康
で
働
く
意
欲
を
持
ち
続
け
、
ま
た
就
業
確
保
・
増
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様

化
す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
会
員
の
増
大
・
能
力
向
上
を
図
り
、
シ
ル
バ
ー
が
目
指

す
地
域
活
性
化
の
た
め
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
会
員
２
名
の
表
彰
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
た
観
音
寺
市
議

会
副
議
長
　
詫
間
茂
様
、
観
音
寺
公
共
職
業
安
定
所
　
金
本
住
子
様
、
香
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
　
三
好
英
運
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
審
議
に
あ
た
り
、
清
水
宏
さ
ん
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
事
項
と
し
て
議
案
第
１
号

平
成
四
一
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
、
議
案
第
２
号
　
平
成
2
9
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
、
議
案

第
３
号
　
定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
議
案
第
４
号
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
４
議
案
を

審
議
、
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
報
告
第
１
号
　
平
成
凹
一
年
度
収
支

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
報
告
第
２
号
　
平
成
3
0
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
報
告
第
３
号
　
平

成
3
0
年
度
収
支
予
算
、
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て
の
３
事
項
を
報
告
し
、

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
互
面
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
予
算
、
決
算
、
新
役
員
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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１
　
基
本
方
針

　
雇
用
延
長
の
定
着
や
年
金
支
給
年
齢
の
引
き
上
げ
等
と
相
ま
っ
て
高
齢

者
の
就
業
者
数
も
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
者
の
生
活
の
充
実
の
た
め

希
望
に
応
じ
た
就
業
機
会
の
確
保
及
び
提
供
と
、
就
業
を
通
じ
て
地
域
社

会
へ
の
貢
献
に
資
す
る
た
め
に
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
担
う

役
割
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
も
と
、
安
全
第
丁
適
正
就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
を
念
頭

に
置
き
、
就
業
機
会
の
確
保
及
び
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す

る
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
会
員
の
拡
大
、
就
業
機
会
の
拡
充
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し
、
セ
ン
タ
ー
機
能
の
強
化
・
充
実
を
図
る
。

Ｉ
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

―
　
受
託
調
整
事
業

　
　
市
内
の
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

　
　
に
寄
与
す
る
た
め
、
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
に
密
着
し
た
仕
事

　
　
を
、
観
音
寺
市
や
そ
の
他
の
公
共
的
団
体
、
民
間
事
業
所
及
び
一
般

　
　
家
庭
か
ら
有
償
で
受
託
し
、
セ
ン
タ
ー
会
員
へ
提
供
す
る
。

２
　
職
業
紹
介
事
業

３
　
一
般
労
働
者
派
遣
事
業

　
　
公
益
社
団
法
人
香
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
観
音
寺

　
　
事
務
所
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
会
員
を
対
象
に
一
般
労
働
者
派
遣
に
よ

　
　
る
就
業
機
会
の
提
供
・
拡
大
を
推
進
す
る
。

４
　
調
査
研
究

５
　
普
及
啓
発

Ⅱ
　
法
人
管
理
事
業

Ｉ
　
会
員
の
増
強

　
　
☆
　
目
標
会
員
数
（
年
度
末
）
　
　
４
３
０
人

２
　
会
員
の
福
利
厚
生
事
業

３
　
諸
会
議
の
開
催

　
　
当
セ
ン
タ
ー
の
維
持
運
営
の
執
行
に
関
し
て
必
要
な
会
議
を
、
次
の

　
　
と
お
り
開
催
す
る
。

　
　
☆
　
定
時
総
会
　
　
―
回
開
催

　
　
☆
　
理
事
会
　
　
　
必
要
に
応
じ
そ
の
都
度
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　平成２９年度実績は、受託事業全体では、契約金額で約３、４３４万円（前年度比△１７％）の減、

就業延人員で９、７８７人（前年度比△２１％）の波となった一方、一般労働者派遣事業は、契約金

額３、３５７万円で３５２％の増、就業延人員でも３０９％の大幅増となり、受託事業からの移行が

顕著でした。

……………=会員数の推移

人　500,……………………………………

０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
０
５
０
５
０
５
［
Ｑ

４
４
３
３
２
２
１

□女　国男

25 26 27 28 29年度

年　度 25 26 27 28 29

男（人） 298 288 281 273 272

女（人） 175 155 143 157 149

合計（人） 473 443 424 430 421

受託事業実績

円25C,000,00C-=………………………………………………

20C
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000

,
00C………

150
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000
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000……

100
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000
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000………

25 26 27

□契約金額一受託件数

…………………………………3,850件

　　　　‥3,800

3,750

3,700

3,650

3,600

・3,550

.-3,500

－3,450

28 29年
諺4oo

年　度 25 26 27 28 29

受託件数（件） 3,828 3,793 3,825 3,708 3,569
契約全額（千円） 187,286 183,871 190,923 203,794 169,454

会
　
長

副
会
長

会
　
計

久高横合清細

保橋山田水川

古文政幸　繁

臣男弘利宏男

監　監

事　事

国

土

弘

子

亀

山

修

身

一
一一

好

長
谷
川

木
　
下

西
　
宇

靖

雄博修潔

互
助
会
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

yR7j7就業人員の状況　日派遣就業延人員闘受託就業延人員
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000二

松

20,000
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　　　0

25 26 27 28 29年度

年　度 25 26 27 28 29
受託就業延人員(人) 46,872 44,440 46,262 46,178 36,391
派遣就業延人員(人) 5,222 5,066 1,827 2,649 8,187

聊=i･=労働者派遣事業実績　　圖契約額
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L
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年　度 25 26 27 28 29

契約件数（件） 22 27 32 26 20

契約額（千円） 25,554 26,581 7,949 9,538 33,574

委
員
長

藤若ハ荻中合藤

井出百田野田田

啓幹枝隆　耕恵

次生子裕司三信

田 滑

田
　
好
　
一

中
　
隆
　
雄

原
　
孝
　
夫

　
（
敬
称
略
）

石
　
川

真
　
鍋

一
方
隅

三
　
好

中
　
塚

忠

則

靖

雄 学

一
一一

郎

回
目
回
目
ｗ

委
員
長

岡小藤石犬合清

田出井廣西田本

腰健敏昭　幸

良二夫夫哲和宏

修

松

原

薦

田

西

宇

藤

川

木

下

委
員
長

副
委
員
長

小

西

正
　
弘

　
　
修

弘
由
紀

　
　
博

隆
　
三

宏
　
芝

細

川

繁

男

ｎ
目
Ｕ
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季
巣
・
広
報
・
安
全
就
業
各
委
員
会
の
委
員
に

次
の
方
が
委
嘱
、
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

２
年
の
任
期
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
ル
ま
す
。



(∠L)かんおんじシルバー

　　　　ハイスタッヲホール

　　　　　（観音寺市民会館）

　平成２９年４月、「音を観るまち観音寺」

のシンボルとしてＪＲ観音寺駅近くの旧観

音寺南小学校跡地に開館。最新の舞台音響

設備を備えた木の香りとぬくもりが感じら

れる１、２００人収容の大ホール、珍しい

石積壁で発表会や講演会などに適した３３

４人収容の小ホールをはじめ、フラットな

空間の多目的ホール、リハーサル室も兼ね

た大小会議室、約５４０台の無料駐車場な

ど様々な用途に利用できます。　　　　‘

就
業
先
を
訪
ね
て

　
ハ
イ
ス
タ
ッ
フ
ホ
ー
ル
（
観
音
寺
市
民
会
館
）
に
竹
内

伸
夫
会
員
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
企
業
で
就
業
中
の
会
員
を
訪
ね
る
に
あ
た
り
、
先
方
の

了
解
を
い
た
だ
き
、
約
束
の
午
後
６
時
前
、
さ
あ
出
か
け

よ
う
す
る
と
に
わ
か
に
黒
い
雲
が
現
れ
大
粒
の
雨
が
ぽ
つ

り
ポ
ツ
リ
、
暫
く
走
る
と
ワ
イ
パ
ー
が
役
に
立
た
な
い
ほ

ど
・
・
・
、
な
ん
と
か
、
約
束
の
時
間
よ
り
少
し
前
に
着

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
辺
り
は
あ
ま
り
降
ら
な

か
っ
た
の
か
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
乾
い
て
い
ま
し
た
。
事
務

所
に
向
か
う
と
副
館
長
に
出
迎
え
ら
れ
、
事
務
所
別
室
で

竹
内
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
、
新
築
オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
市
民
会
館
の
夜

間
の
手
伝
い
を
し
な
い
か
と
話
が
あ
り
、
旧
市
民
会
館
の

夜
間
管
理
の
経
験
と
３
人
（
今
年
度
か
ら
２
人
）
で
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
引
き
受
け
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
昨
年
６
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
出
勤
日
が
割
り
当
て
ら
れ
勤

務
、
就
業
し
て
早
く
も
１
年
。

　
仕
事
は
、
常
時
は
会
館
ス
タ
ッ
フ
と
事
務
所
に
待
機
、

会
館
使
用
者
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

の
も
と
応
対
し
、
ま
た
閉
館
前
に
は
外
回
り
∴
戸
締
り
の

確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
施
設
は
立
派
で
大
き
く
鍵
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
数
十
か
所
あ
り
、
ま
た
、

大
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
で
催
事
が
あ
れ
ば
終
了
後
の
片
づ

け
や
点
検
見
回
り
で
、
携
帯
電
話
な
ど
の
忘
れ
物
を
見
つ

け
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
カ
ノ
ン
・
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
に
お
届
け
す
る
定

子
犬
討
幹
生
耕
三

期
的
な
チ
ラ
シ
、
催
事
前
の
事
前
周
知
チ
ラ
シ
の
発
送
準

備
、
時
間
が
あ
れ
ば
植
栽
周
り
の
草
引
き
や
ゴ
ミ
拾
い
と

仕
事
に
は
不
自
由
し
な
い
。
勤
務
は
閑
散
期
、
繁
忙
期
で

異
な
り
、
二
人
で
‥
‥
１
１
目
の
時
も
あ
れ
ば
、
今
日
も
明
目
も

と
2
3
目
ほ
ど
詰
め
る
時
も
あ
り
、
時
間
は
午
後
五
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で
。

　
就
業
に
あ
た
っ
て
ば
、
「
元
気
で
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
時
間
が
あ
れ
ば
「
す
ぽ
っ
シ
ュ
と
よ
は
ま
」
に
出

か
け
身
体
を
勤
か
す
毎
日
と
の
こ
と
で
し
た
。
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一
台
回
忌
⑩

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
入
会
し

丁に

大
野
原
町
井
下
　
芳
輝

　
　
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
と
言
い
ま
す
が
、

月
日
の
過
ぎ
去
る
の
は
本
当
に
早
い
も
の

で
す
。
私
も
終
い
の
人
生
に
さ
し
か
か
る

年
齢
に
な
り
ま
し
た
。
定
年
過
職
の
あ
と

小
病
を
患
い
通
院
し
て
い
た
頃
、
こ
の
先

の
人
生
を
自
分
な
り
に
悔
い
な
く
全
う
し

て
い
く
に
は
自
分
か
ど
う
変
わ
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
等
、
真
剣
に
考
え
る
自
分

か
い
て
、
時
々
自
問
自
答
を
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
矢
先
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
現
在
の

仕
事
（
施
設
の
夜
警
・
宿
日
直
業
務
等
）

の
話
が
あ
り
、
早
速
、
家
内
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
「
歳
を
と
る
と
、
前
向
き
な
気
持

ち
が
大
事
だ
か
ら
」
と
背
中
を
押
さ
れ
、

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
挑
戦
す
る
気
持
ち

で
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
就
業
に
む
け
て
の
必
須
条
件
を
考
え
る

と
、
①
笑
顔
　
②
挨
拶
　
③
態
度
を
持
ち

合
わ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
患
い
ま
し
た
。

人
と
し
て
こ
の
３
つ
を
基
本
と
し
、
班
長

さ
ん
は
じ
め
同
じ
勤
務
を
す
る
皆
さ
ん
方

に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
今
は
何
と
か
と
い

う
現
状
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
体
調
管
理
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
も
意
識
し

な
が
ら
日
々
成
長
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
就
業
当
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

新
し
い
出
会
い
か
ら
色
々
な
こ
と
を
学

び
、
勤
務
を
重
ね
て
い
く
中
、
不
安
か
ら

自
信
が
芽
生
え
て
き
た
自
分
に
出
会
え
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
家
内
か
ら
も
「
父
さ

ん
、
最
近
、
よ
い
よ
元
気
に
な
っ
た
ね
」

と
言
わ
れ
、
や
は
り
前
向
き
な
気
持
ち
が

大
事
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
同
じ

勤
務
を
す
る
会
員
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
家
庭
生
活
で

も
、
自
分
流
の
幸
せ
を
探
し
な
が
ら
、
悔

い
の
な
い
人
生
を
送
れ
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
就
業
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ま
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
自

分
や
家
族
の
幸
せ
を
高
め
て
い
き
ま
せ
ん
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　７月２４日、丸亀市綾歌総合文化会館アイレックスにおいて香

川県シルバー人材センター連合会主催の第１２回安全就業推進大

会が開催され、当センターからも、安全・適正就業委員、推進員

等の皆さんが参加しました。大会では、安全就業標諸人選者表彰、

昨年度事故状況報告、県警本部の「特殊詐欺の被害に遭わないた

めに」と題した講演、社会人落語家　春日家みっちさんの落語な

どのあと、安全就業宣言を行い閉会しました。
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お互いに　声かけ合って　安全就業
（公社）高松市シルバー人材センター　三野三千代様

観音寺市シルバー人材センターにおいても、今年度に入り数件の事故が発生しています。

会員それぞれが安全就業の確認をお願いします。
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シルバー かんおんじ

活かそう!あなrこの知識●技能　Ξ　云:言　Ｅ

入会説明会毎月20日頃ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ事務所にて開催
　シルバー人材センターは、健康で働く意欲のある原則６０歳以上の方々を会員として就業の場を提供する

ことにより、高齢者に働きがい、生きがいを与え、活力ある高齢社会の実現に努力しています。
　MZy11 J I.l.|｡●　s　　　　-･｀　“’♭　･-　当シルバー人材センターでは、現在約４００名の会員が、

企業や一般家庭からお仕事をいただき元気に慟いています。
請負（委任）又は労働者派遣事業により公共、

会員は、「自主・自立、具備・共助」の理念の
もとに、自分の体力・能力、希望に応じて働くことができます。

詳しくは、シルバー人材センター事務所（０８７５－２４－０４１９）までお尋ねください。

　　ll･勺に夕勺;

･g,･4-゛3‾　　j一恥さJj

l………:.,.-.･.；/り.:k･･i，

り-j……y=…………1 1･..

イ
ラ
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藤
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啓
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お仕事のご依頼はセンター事務所へ！
　　　　　　　　　　　……………………………-r…………………曖騨Wシルバー人材センターでは、お客様からいただいた仕事を請負・委任あるいは派遣により引き受け、
会員に提供、就業するシステムとなっています。仕事のご依頼は、必ずセンター事務所までご連絡く

ださい。

お客様ご依頼の作業等を完成、実施することで料金をいただ＜契約です。依

頼内容により見積金額を提示し了解いただいたうえで着手します。実際の作

業工程や作業人数等は会員にお任せいただきます。また、材料費、処分費等

が必要な場合は別途お客様に負担していただく場合があります。

お客様の指揮の下、所定の作業等に従事する場合は派遣契約となります。

/‾‾ﾆﾆﾆ‾55‾゜‾‾　゜三百ぺの言店員

叉　　万一、会員が直接受注した場合

①事故で

②仕事に

一 一 　 －

会員の直接受注はご遠虜

編
集
後
記

　
平
成
最
悪
と
な
っ
た
「
西
日
本
豪

雨
」
か
ら
約
２
か
月
、
被
災
地
に
お
け

る
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
た
ち
に
は
改
め
て

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
報
フ
ン
ル
バ
ー
観
音
寺
」
第
5
1
号

を
お
届
け
し
ま
す
。
ご
多
忙
の
祈
、
玉

稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
に
は
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
厳
し
い
残
暑
が
続
き
そ
う
で
す
が
、

会
員
皆
さ
ん
方
は
、
ご
自
愛
の
う
え
お

元
気
で
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
広
報
委
員
会
一
同
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